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■
東
近
江
市
で
も
過
去
に

大
き
な
災
害
が
あ
り
ま
し
た

　

平
成
２
年
の
台
風
19
号
で
は
、
市
内

の
今
町
、
栗
見
新
田
町
地
先
の
愛
知
川

堤
防
が
決
壊
し
、
人
命
や
住
居
、
田

畑
、
農
作
物
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
秋
の
台
風
18

号
も
、
市
内
に
多
く
の
爪
あ
と
を
残
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
明

治
28
年
に
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・

８
の
姉
川
地
震
が
発
生
し
、
滋
賀
県
内

で
35
人
が
亡
く
な
る
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
各
地
を
襲
っ
て
き
た
地

震
や
風
水
害
か
ら
、
そ
の
恐
ろ
し
さ
を

学
ん
で
き
た
は
ず
で
す
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
記
憶
が
薄
ら
ぐ
に
つ
れ
、
日
ご

ろ
の
対
策
や
訓
練
が
、
つ
い
後
回
し
に

な
っ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

は
じ
め
に
、
本
市
で
想
定
さ
れ
る
災

害
に
つ
い
て
、確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
地
震
災
害

　

本
市
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考

え
ら
れ
て
い
る
地
震
に
は
、
大
陸
の
プ

レ
ー
ト
間
で
起
こ
る
海
溝
型
地
震
と
内

陸
の
活
断
層
で
起
こ
る
活
断
層
地
震
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
海

溝
型
地
震
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、

本
市
一
帯
が
震
度
５
強
～
６
弱
の
揺
れ

に
な
る
と
想
定
さ
れ
、
今
後
30
年
以
内

の
発
生
確
率
は
60
％
～
70
％
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
に
最
も
大
き
な
被
害
が
発

生
す
る
と
予
想
さ
れ
る
活
断
層
地
震
は

鈴
鹿
西
縁
断
層
帯
地
震
で
、
市
内
で
は

約
97
％
の
地
域
が
震
度
５
強
～
６
強
の

強
い
揺
れ
に
な
る
と
想
定
さ
れ
、
今
後

30
年
以
内
の
発
生
確
率
は
０
・
０
８
％

～
０
・
２
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

▲平成２年台風19号（上）と平成25年台風18号（下）での市内の被害
　出典：滋賀県「水害情報発信－水害の記録と記憶－」

災
害
の
被
害
、

減
ら
せ
ま
す
。

　
　
　
　 

げ
ん
さ
い
　 

平
常
時
か
ら
の
災
害
対
策

特 集

　「
い
つ
か
、
大
き
な
地
震
が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
具
体

的
に
ど
う
い
う
対
策
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」「
東
近
江

市
っ
て
災
害
が
少
な
そ
う
だ
し
、
実
感
が
わ
か
な
い
」

　
日
常
の
暮
ら
し
の
中
で
、
そ
う
思
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、

地
震
や
水
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　「
備
え
あ
れ
ば
憂う

れ

い
な
し
」。
今
月
の
特
集
で
は
、
防
ぐ
こ
と
が
で

き
な
い
災
害
か
ら
、
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
そ
う
と
行
わ
れ
て
い
る

地
域
で
の
取
り
組
み
と
、
平
常
時
に
で
き
る
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。
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②
風
水
害

　

市
内
に
は
、
愛
知
川
や
日
野
川
の
大

き
な
河
川
を
は
じ
め
、
蛇
砂
川
や
大
同

川
な
ど
多
く
の
中
小
河
川
が
琵
琶
湖
に

注
い
で
い
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
河
川
は
、
長
さ
が
短
い
上

に
勾
配
が
急
な
た
め
、
洪
水
が
起
こ
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
万
が
一
堤
防

の
決
壊
な
ど
が
発
生
す
る
と
、
広
い
範

囲
で
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

③
土
砂
災
害

　

大
雨
や
地
震
な
ど
が
き
っ
か
け
で
発

生
す
る
土
砂
災
害
は
、
山
や
が
け
が
崩

れ
た
り
、
水
と
混
じ
り
合
っ
た
土
や
石

が
流
れ
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
自

然
災
害
で
す
。
土
砂
災
害
に
は
、
が
け

崩
れ
や
土
石
流
、
地
す
べ
り
と
い
っ
た

種
類
が
あ
り
、
市
内
に
は
土
砂
災
害
警

戒
区
域
お
よ
び
土
砂
災
害
危
険
箇
所
が

２
３
６
か
所
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
想
定
さ
れ
る
災
害

か
ら
身
を
守
り
、
被
害
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
私
た
ち
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の

で
し
ょ
う
か
。

■
防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
よ
う

　

昨
年
10
月
に
全
戸
に
配
布
し
た
防
災

マ
ッ
プ
は
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
想
定
さ
れ
る
こ

れ
ら
３
つ
の
災
害
ご
と
に
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
載
っ
て
い
ま
す
。「
ハ
ザ
ー

ド
」
と
は
、
英
語
で
「
危
険
」
な
ど
の

意
味
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
普
段
の
生
活
で
は
見
え
な
い
「
災

害
が
起
こ
っ
た
時
の
状
態
を
地
図
上
に

浮
き
上
が
ら
せ
た
も
の
」
と
言
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見
る
と
、
災
害

が
発
生
し
た
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
あ
な
た
の
お
住
ま
い

の
地
域
に
は
ど
の
よ
う
な
ハ
ザ
ー
ド

（
危
険
）
が
隠
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
浸
水
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
地
域
や
、
土
砂
災
害
に
気
を
つ

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
域
な
ど
、
地

形
に
よ
っ
て
ハ
ザ
ー
ド
は
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
高
齢
世
帯
が
多
い
地
域
や

新
興
住
宅
が
多
い
地
域
な
ど
、
地
域
に

お
住
ま
い
の
み
な
さ
ん
の
年
齢
構
成
や

住
宅
の
耐
震
性
の
高
さ
な
ど
か
ら
も
ハ

ザ
ー
ド
は
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
ハ
ザ
ー
ド
に
応
じ
た
対
策
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

▲昨年10月に実施した総合防災訓練
❶消防団による放水訓練
❷体力勝負の土のう作り
❸倒壊家屋からの救出訓練
❹バケツリレーで水をつなぐ
❺水道工事協同組合による水道管の
　修復
❻赤十字奉仕団による炊き出し
❼消防団による救急救命講習

❶　　　　　　　　　  ❷　　　　　　　　　 ❸　　　　　　　　　　　　　　　❹

❺　　　　　　　　　 　　　　  ❻　　　　　　　　　  　 ❼

　　～あなたはいくつわかりますか～
防 災 ク イ ズ

問１ 滋賀県内で震度５以上を最後に観
測した地震災害はどれ？
Ａ．東日本大震災（平成23年）
Ｂ．紀伊半島南東沖地震（平成16年）
Ｃ．阪神淡路大震災（平成７年）

問２ 避難情報のうち、最も危険が切迫
している状態のときに発令される情報は
どれ？
Ａ．避難準備情報
Ｂ．避難勧告
Ｃ．避難指示

問３ 屋外にいる場合、雷から身を守るた
めの行動として正しくないものはどれ？
Ａ．建物の中に移動する
Ｂ．大きな木の下に移動する
Ｃ．車の中に移動する

＊答えは４ページにあります。

　　　　　　　　1
防災気象情報を収集しましょう

「高解像度降水ナウキャスト」
　気象庁のホームページで今年の８月７日
から提供が始まったサービスです。これま
でのものと比べ、より正確な降水域の移
動や発達・衰弱などの把握が可能です。
　日ごろから身を守る知識の習得に心がけ
るとともに、必要に応じて最新の防災気
象情報を収集し、有効に活用しましょう。
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ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
、
そ
の
よ
う
な
対

策
を
考
え
る
材
料
と

し
て
作
成
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
自
主
防

災
組
織
な
ど
、
み
な

さ
ん
で
話
し
合
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

応
じ
た
災
害
対
策
を

考
え
ま
し
よ
う
。

■
災
害
発
生
前
の

　

対
策
が
肝
心

　

自
主
防
災
活
動
で

は
、
初
期
消
火
訓
練

や
炊
き
出
し
訓
練
な

ど
、
災
害
発
生
後
に

行
う
活
動
の
訓
練
が

多
く
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
が
、
災
害
が
起
こ
る
前
に
で
き
る
こ

と
、
起
こ
る
前
に
し
か
で
き
な
い
対
策

を
し
て
お
く
こ
と
も
た
い
へ
ん
重
要
で

す
。
地
震
災
害
で
は
一
時
集
合
場
所
の

周
知
と
参
集
訓
練
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。
風
水
害
で
は
、
緊
急
連
絡
網

の
確
認
や
、
避
難
方
法
の
確
認
、
雨
ど

い
や
排
水
溝
の
清
掃
な
ど
が
事
前
の
備

え
に
な
り
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
す
る
前
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
を
し
て
、
で
き
る
だ
け
被
害
を

減
ら
す
減
災
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
「
自
助
」
と
「
共
助
」
を
大
切
に

　

大
き
な
災
害
の
と
き
に
は
、「
自
助
」

「
共
助
」「
公
助
」
の
３
つ
の
連
携
が
必

要
で
す
。
し
か
し
、
災
害
発
生
直
後
の

安
否
確
認
や
救
出
救
助
な
ど
は
自
助
、

共
助
で
し
か
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
の
近
所
づ
き
あ
い
な

ど
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
て
、

地
域
で
助
け
合
う
仕
組
み
を
つ
く
っ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

■
一
番
大
事
な
こ
と
は
自
助
！

　

災
害
発
生
時
の
共
助
の
重
要
性
は
多

く
の
み
な
さ
ん
が
認
識
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
一
番
大
事
な
こ
と
は
自
助
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
「
自
分
の
命
は
、
自
分
で
守
る
」
が

基
本
で
す
。
家
具
の
固
定
、
住
宅
の
耐

震
化
、
食
料
や
水
の
備
蓄
、
家
族
間
の

　平成23年に自治会内に防災部
会を立ち上げて以来、過去にあっ
た水害の記録を若い世代に伝える
ことが必要だと感じていました。
　この防災ファイルは、昨年の台
風18号での反省点や、過去の水害
の体験談をまとめたほか、避難の
目安にしようと塗装された河川の
護岸ブロックの説明や、避難した

世帯が玄関ドアに掲げる「避難完
了」の張り紙なども入っています。
　台風18号が襲来したのは休日
で、多くの住民が自宅にいたため、
防災部会の役割分担もしやすかっ
たのですが、今後は平日の昼間に
災害が来たことを想定するなど、
さまざまなパターンの対策を考え
ていきたいと思っています。　

◆各戸に一冊「防災ファイル」で経験と知恵を後世に伝える
　葛巻町自治会長・葛巻町防災部会長　安田孝吉さん

問１の答え…Ｃ（阪神淡路大震災）
　平成７年の阪神淡路大震災を経験された人は、突然の
大きな揺れに驚き、飛び起きたことだと思います。
　このときに彦根市で震度５を観測して以来、県内では
過去19年間、震度５以上の揺れを経験していません。大
きな揺れがグラッ！！と来たとき…あなたは冷静に対処で
きますか？

問２の答え…Ｃ（避難指示）
　避難準備情報は、高齢者など避難に時間のかかる人が
避難行動を開始しなければならない時に発令します。避
難勧告は、通常の避難行動をできる人が避難行動を開始
しなければならない状態のときに発令します。避難指示
は、切迫した状況から災害発生の危険性が非常に高いと
きに発令します。
　なお、災害の発生などにより人命や身体が危険にさら
される場合には、警戒区域を設定し一般の立ち入り禁止
や退去を命ずる場合があります。

問３の答え…Ｂ（大きな木の下に移動する）
　背の高い木の近くにいると、落雷による電流が人へ飛
び移ることがあり危険です。山などで激しい雷雨にあっ
たら、幹や枝から離れて姿勢を低くしましょう。鉄筋コ
ンクリート建築、自動車（オープンカー除く）、バス、列
車の中は比較的安全です。また、木造建築の内部も基本
的に安全ですが、すべての電気器具、天井や壁から１ｍ
以上離れればさらに安全です。 

防 災 ク イ ズ の 答 え

▲河川の水位が一目で分かる塗装された護
岸ブロックなど、避難の目安が詳しく記さ
れている（右）。また、町内の電柱には、過
去の水害や今後想定される浸水深を示す
ボードが設置されている（左）。

　　　　　　　　2
効率的で上手な備蓄法

「ローリングストック法」
　食料品を備蓄するとき、普段
食べているカップ麺やスナック
菓子、缶詰などを少し多めに買
い、古くなった（賞味期限が近
づく）ものから食べ、減った分
を買い足す方法です。普段食べ
ているものなのでムダにならず、
災害時には非常食になります。
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連
絡
方
法
の
確
認
な
ど
、
各
個
人
・
各

世
帯
の
自
助
が
で
き
て
い
な
い
と
、
住

民
が
協
力
し
て
助
け
合
う
共
助
も
で
き

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
災
害
に
備
え
て

災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
シ
ニ
ア
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
が
活
躍

　

本
市
で
は
、
共
助
の
精
神
に
も
と
づ

く
地
域
防
災
の
担
い
手
を
育
て
よ
う

と
、
昨
年
度
か
ら
シ
ニ
ア
世
代
の
み
な

さ
ん
を
対
象
に
全
６
回
の
「
防
災
シ
ニ

ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

市
消
防
団
員
の
約
８
割
が
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
あ
る
よ
う
に
、
最
近
は
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
世
帯
が
多
く
、
も
し
平
日
の

昼
間
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
日
ご

ろ
か
ら
家
庭
や
地
域
に
お
ら
れ
る
シ
ニ

ア
世
代
の
力
が
た
い
へ
ん
重
要
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
世
代
の
み
な
さ

ん
は
知
識
や
経
験
が
豊
富
な
う
え
に
、

過
去
の
災
害
体
験
も
あ
る
な
ど
、
地
域

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
ふ
さ
わ
し
い
条
件

を
お
持
ち
で
す
。

　

講
座
の
修
了
後
は
、
地
域
の
防
災
シ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
講
座
で
学
ん

だ
知
識
や
共
助
の
精
神
を
地
域
で
広
げ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

■
災
害
発
生
ま
で
に

　

適
切
な
行
動
を

　

防
災
の
知
識
は
、
そ
れ
を
単
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だ
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る
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が
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ま

せ
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知
っ
た
う
え
で
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適
切

に
行
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」
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
家
具
を
固
定
し
な

け
れ
ば
大
地
震
の
と
き
に
倒
れ

る
こ
と
は「
知
っ
て
い
る
」。け
れ
ど
も
、

家
具
を
固
定
し
て
い
な
い
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

大
切
な
人
を
、
大
切
な
命
を
守
る
と

と
も
に
、災
害
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
、

災
害
が
発
生
す
る
前
に「
適
切
な
行
動
」

を
お
願
い
し
ま
す
。
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■記号の説明・・・ ＝申し込み　 ＝問い合わせ　 ＝ IP電話

　本市では、震災などの
災害時に、被災者がトイレ
や掃除などに使用する生
活用水として提供してくだ
さる井戸の「非常災害用井
戸登録制度」を本年４月か
ら開始しています。

防災危機管理課または各支所に設置の用紙でお
申し出ください。（用紙は、市ホームページからもダ
ウンロードできます）

「非常災害用井戸」 の登録に

ご協力ください

　　　　　　　　3
スムーズな安否確認のために

「災害用伝言ダイヤル 171」
　災害時には、各家庭の電話や携帯電話がつながり
にくくなります。家族間の安否情報の確認は、災害時
に優先的につながる公衆電話や災害用伝言ダイヤル
などを利用しましょう。
　災害用伝言ダイヤルは NTT が提供する「声の伝言
板」です。毎月１日と15日および防災週間（８月30日
９:00～９月５日 17:00）などに体験利用ができます
ので、ぜひ家族や親戚などで体験してみましょう。

▲防災シニアリーダー養成講座の様子。講演会（上）や
災害対応時の判断について学ぶクロスロードゲーム（下）
などを通じて、防災についての基礎知識を学びます。

上の二次元コードまたは、http://
www.pref.shiga-info.jp から登録画
面に進み、entry@pref.shiga-info.
jp へ空メールを送信してください。

　滋賀県では、防災・防犯などの
身の回りの危険に関する情報を、
希望される人へ電子メールで配信し
ています。
　あらかじめユーザ登録していただ
くことで、お手持ちの携帯電話や
パソコンに情報をお届けします。

●気象特別警報・警報・注意報
●地震発生情報
●防犯情報
●各種お知らせなど

市内にある井戸（電動式ポンプを含む）で、
①～④の内容に同意いただける井戸所有者
①災害時に無償で井戸水を提供できる。
②現在、井戸を使用しており、今後も引き続き
使用する予定。
③門、玄関、塀など、近隣から見える場所に非
常災害用井戸とわかる標識（写真）を掲示できる。
④井戸情報を地域の防災マップなどで公開できる。
※飲用は対象外です。

◆対象になる井戸

滋賀県情報政策課
　☎077-528-3381　
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